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1
0
0
年
を
超
え
る
実
績

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
用
途
に
高
炉
セ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
高
炉
セ
メ
ン

ト
は
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末

を
混
合
し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
高
炉

セ
メ
ン
ト
の
歴
史
は
古
く
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
創
業
し

た
当
時
か
ら
鉄
づ
く
り
の
副
産
物
の
有
効
利
用
を
目
的
と

し
て
ド
イ
ツ
か
ら
技
術
を
導
入
し
、
1
9
1
0
年
に
高

炉
セ
メ
ン
ト
の
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
関

門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル（
1
9
4
2
年
完
工
）や
青
函
ト
ン
ネ

ル（
1
9
8
8
年
完
工
）、
東
京
湾
横
断
道
路（
1
9
9
7

年
完
工
）、
明
石
海
峡
大
橋（
1
9
9
8
年
完
工
）、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン（
2
0
1
2
年
完
工
）、
新
国
立

競
技
場（
2
0
1
9
年
完
工
）な
ど
、
数
多
く
の
構
造
物

に
6
億
ト
ン
以
上
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

高炉セメント
持続可能な脱炭素社会を築く

現
在
、
日
本
製
鉄
で
は
年
間
約
1
5
0
0
万
ト
ン
の

鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約

1
1
0
0
万
ト
ン
が
高
炉
ス
ラ
グ
で
あ
り
、
高
炉
ス
ラ

グ
の
う
ち
砂
状
に
加
工
さ
れ
た
高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
を
さ
ら

に
微
粉
末
に
加
工
し
た
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
製
品
が
高
炉

セ
メ
ン
ト
の
主
な
材
料
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト（
株
）、

日
鉄
セ
メ
ン
ト（
株
）、
日
鉄
ス
ラ
グ
製
品（
株
）、
和
歌
山

高
炉
セ
メ
ン
ト（
株
）の
4
社
を
通
じ
て
、
ス
ラ
グ
微
粉
末

製
品
お
よ
び
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。
代
表
と
し
て
紹
介
す
る
日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト（
株
）

は
、
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）に
高
炉
セ
メ
ン
ト
誕
生
の
地

（
福
岡
県
北
九
州
市
）で
新
日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト（
株
）と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
原
点
は
1
9
1
0
年（
明
治

43
年
）に
官
営
八
幡
製
鉄
所
に
お
い
て
日
本
初
の
高
炉
セ

メ
ン
ト
を
試
験
製
造
し
た
時
に
遡
り
、
全
国
で
唯
一
の
高

炉
セ
メ
ン
ト
を
専
業
と
す
る
会
社
で
す
。

「
高
炉
セ
メ
ン
ト
は
そ
の
優
れ
た
特
性
に
よ
り
、
国
内

セ
メ
ン
ト
販
売
量
の
約
2
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば

高
炉
セ
メ
ン
ト
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
強
度
が
増
進
す

る
た
め
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
を
凌
ぐ
強
度
を
長
期

間
に
わ
た
り
発
揮
で
き
ま
す
。
ま
た
塩
分
侵
入
の
防
止
効

果
が
大
き
く
、
鉄
筋
を
保
護
す
る
性
能
に
も
優
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
厳
し
い
海
洋
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
構
造
物

は
も
と
よ
り
、
最
近
で
は
凍
結
防
止
剤
を
散
布
す
る
道
路

の
塩
害
対
策
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
の

長
寿
命
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
高
炉
セ
メ
ン
ト
は
、
鉄
づ
く
り
の
副
産
物
で

あ
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
や
、
天
然
資
源
の
代
替
品

と
し
て
活
用
さ
れ
、
自
然
環
境
保
全
へ
の
寄
与
で
注
目
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
現
在
で
は
製
造
時

の
C
O
2
排
出
量
の
削
減
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
に
よ
る

気
候
変
動
対
策
へ
の
貢
献
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

（
日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
・
江
頭
秀
起
社
長
）

鉄鋼スラグは高炉セメントに多く使われています。高炉セメントは鉄づくりの副産物の
有効利用（リサイクル）や、天然資源の代替品としての活用（省資源化）に加えて、セメント
をつくるときのCO2排出量の削減や省エネルギー効果による気候変動対策に貢献しています。
日本製鉄グループは鉄鋼スラグを用いた高炉セメントの普及を通じて、持続可能な脱炭素
社会を築いていきます。

日鉄高炉セメント（株）

江頭秀起社長

高炉水砕スラグ

高炉セメント

日鉄高炉セメント（株） 小倉セメント工場 （福岡県北九州市） 日鉄セメント（株）本社・工場 （北海道室蘭市）
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C
O
2
排
出
量
を
42
％
削
減

高
炉
セ
メ
ン
ト
は
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
に
比
べ
て

石
灰
石
を
焼
成
す
る
工
程
が
少
な
い
た
め
、
製
造
時
の

C
O
2
排
出
量
を
42
％
削
減
で
き
ま
す
。
国
内
に
お
け
る

高
炉
セ
メ
ン
ト
生
産
に
よ
る
年
間
C
O
2
削
減
量
は
、
約

3
6
0
万
ト
ン（
2
0
1
9
年
度
実
績
）に
達
し
ま
す
。
こ

の
量
は
秋
田
県
内
の
森
林
84
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
よ
る
C
O
2

吸
収
量
3
4
2
万
ト
ン
や
、
愛
知
県
内
の
全
戸
建
住
宅

1
5
6
万
戸
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
場
合
の
C
O
2

削
減
量
3
5
9
万
ト
ン（
い
ず
れ
も
年
間
推
計
値
）に
匹
敵

し
ま
す
。
セ
メ
ン
ト
仕
様
を
変
更
す
る
だ
け
で
、
こ
れ
だ

け
の
C
O
2
削
減
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
炉
セ
メ
ン
ト
は
2
0
0
1
年
に
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の

特
定
調
達
品
目
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
日
本

政
府
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
2
0
5
0
年
ま
で
に
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
、い
わ
ゆ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ

Ｎ
）を
宣
言
し
た
こ
と
を
受
け
、
2
0
2
1
年
10
月
の
閣
議

決
定
で
日
本
の
2
0
3
0
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標（
2
0
1
3
年
度
比
46
％
減
）の
温
暖
化
対
策
計
画
に
は

「
混
合
セ
メ
ン
ト
の
利
用
拡
大
」が
織
り
込
ま
れ
、
国
と
し

て
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
な
か
、

こ
れ
ま
で
需
要
が
少
な
か
っ
た
建
築
分
野
で
高
炉
ス
ラ
グ

を
用
い
た
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
開
発
・
実
用
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
7
月
に
完
成
し
た
日
鉄
高
炉
セ

メ
ン
ト
本
社
ビ
ル
は
、
地
上
部
に
高
炉
セ
メ
ン
ト
Ａ
種
、
基

礎
部
に
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
E
C
M
セ
メ
ン
ト
®

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
C
O
2
・
ミ
ニ
マ
ム
・
セ
メ
ン
ト
）を
使
う

こ
と
で
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
場
合
と
比
較

し
て
C
O
2
排
出
量
を
1
7
0
・
3
ト
ン
削
減
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
建
築
物
は
低
炭
素
化
の
促
進
に
貢
献
し
た

と
し
て『
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
エ
コ

ま
ち
法
）』の
認
定
を
受
け
ま
し
た
」（
江
頭
社
長
）

E
C
M
セ
メ
ン
ト
は
、
セ
メ
ン
ト
の
60
〜
70
％
を
高
炉
ス

ラ
グ
微
粉
末
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
材
料
由
来
の
C
O
2

排
出
量
を
約
6
割
削
減
で
き
ま
す
。
N
E
D
O（（
国
研
）新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
東
京
工
業
大
学（
現
在
の
東
京
科
学
大
学
）、（
株
）竹

中
工
務
店
、鹿
島
建
設（
株
）、日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト（
株
）、（
株
）

デ
イ
・
シ
イ
、太
平
洋
セ
メ
ン
ト（
株
）、日
鉄
セ
メ
ン
ト（
株
）、

竹
本
油
脂（
株
）の
共
同
研
究
開
発
チ
ー
ム
が
2
0
1
4
年

に
開
発
し
ま
し
た
。
日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
本
社
ビ
ル
を
設
計
・

施
工
し
た（
株
）竹
中
工
務
店
よ
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
適
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
が
1
0
0
件
を
突
破（
2
0
2
4

年
６
月
末
時
点
で
1
0
7
件
）し
た
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た（
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
2
0
2
4
年
7
月
19
日
）。

「
鐵
鋼
ス
ラ
グ
協
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
セ
メ
ン
ト
の
国

内
需
要
の
減
少
に
伴
っ
て
、
高
炉
セ
メ
ン
ト
に
使
用
さ
れ
る

高
炉
ス
ラ
グ
も
国
内
向
け
が
減
少
す
る
一
方
で
、
輸
出
は
欧

米
、
豪
州
、
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
セ
メ
ン
ト
向
け
を
中
心
に
年

間
1
0
0
0
万
ト
ン
に
及
び
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
高
炉

ス
ラ
グ
の
お
よ
そ
半
分
が
海
外
で
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
資
源
の
乏
し
い
日
本
で
鉄
鋼
業
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ

る
貴
重
な
循
環
資
源
を
国
内
の
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
産
業
で
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、
先
述
の
温
暖
化
対
策

計
画
で
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
Ｃ
Ｎ
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
日
本
の
国
益
に
も
資
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
は
、
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・

専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
今
後
と
も
高
炉
ス
ラ
グ
の
セ
メ

ン
ト
へ
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
図
り
、
持
続
可
能
な
脱

炭
素
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」（
江
頭
社
長
）

日鉄高炉セメント本社ビル （福岡県北九州市）

コンクリートの材料構成とCO2排出量の比較


